
 

 

平成 29 年 8 月 3 日 

株式会社 常陽銀行 

 

ＴＫＣフィンテックサービスとのＡＰＩ連携の開始について 

 

常陽銀行（頭取 寺門 一義）は、このたび、株式会社ＴＫＣ（社長 角 一幸）が

提供するフィンテックサービス「銀行信販データ受信機能」と、当行の法人向けインター

ネットバンキング（以下「法人ＩＢ」）のＡＰＩ連携を開始いたしますので、下記の

とおりお知らせします。 

ＡＰＩ連携の実現により、法人ＩＢをご利用のお客さまは、法人ＩＢのＩＤやパスワード

をＴＫＣ財務会計システムに登録することなく、より安全にＴＫＣフィンテックサービスを

ご利用いただくことができます。 

当行は、今後とも、ＡＰＩ連携によるオープン・イノベーションを推進し、安心・

安全な環境のもとで法人のお客さまに最適なサービスを提供してまいります。 

※「ＡＰＩ（アプリケーションプログラムインターフェース）連携」とは、異なるシステム等の
API を接続して、相互のシステムに保有するデータを自動的に連携することをいいます。 

記 

１．ＡＰＩ連携の概要 

ＴＫＣの「銀行信販データ受信機能」から、①マネーツリー株式会社が提供する「MT LINK」

を介して法人ＩＢのＡＰＩに接続し、②法人ＩＢのＡＰＩから預金データを取得して

ＴＫＣ財務会計システムに取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

※「MT LINK」は、マネーツリー株式会社が金融機関のサイト等から自動的に口座の取引明細情報
などの金融データを取得し、提携企業に提供するアグリゲーション・プラットフォームサービス
です。 

 

２．お客さまのご利用メリット 

法人ＩＢのＩＤやパスワードを事前に登録することなく安全かつ正確に預金データを

取得し、ＴＫＣ財務会計システムへ自動的に取り込めるため、仕訳事務の効率性や

正確性が向上します。 
 

３．連携開始日 

平成 29 年 8 月７日（月） 
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１．株式会社ＴＫＣのフィンテックサービス「銀行信販データ受信機能」について 

株式会社ＴＫＣは、財務会計システム（ＦＸシリーズ）の機能強化として、平成 28 年 6 月

からＴＫＣ会員（税理士・公認会計士）の顧問先企業にフィンテックサービス「銀行信販

データ受信機能」を提供しています。 

本機能は、全国の金融機関の法人インターネットバンキング等の取引データや、主要なクレジット

カードの明細を自動受信し、正確な仕訳を簡単に計上できるよう支援するサービスです。 

平成 29 年 6 月 30 日現在で本機能の利用企業数は約 1万 5,000 社となっています。 

２．株式会社ＴＫＣおよびマネーツリー株式会社との提携・連携について 

（１）株式会社ＴＫＣとの提携について 

 当行は、株式会社ＴＫＣと平成 28 年 4 月に業務提携し、株式会社ＴＫＣが開発する

新たなフィンテックサービスを共同で研究し、その利用促進に取り組んでいます。  

また、株式会社ＴＫＣが開発する新たなフィンテックサービスを活用して、株式会社ＴＫＣと

共同で中堅・中小企業のお客さまの利便性を高める新たなサービスの検討を進めています。 

 

（２）株式会社ＴＫＣおよびマネーツリー株式会社の連携について 

当行は、平成 29 年 7 月に株式会社ＴＫＣおよびマネーツリー株式会社と、ＡＰＩ連携による

オープン・イノベーション推進のための協力関係を強化することに合意し、今後、以下の

取組みを共同で進めます。 

① ＡＰＩやサービスの技術向上に向けたＡＰＩ連携の技術検証 

② 新たなＡＰＩの活用方法やＡＰＩ連携サービスの研究 

③ ＡＰＩ連携サービスの利用促進 

【ご参考】 


